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論文の内容の要旨
　この論文は，高エネルギー物理学研究所のトリスタン加速器を用いて，電子・陽電子衝突反応をおこさせ，そ
の時おこるハドロン生成の全断面積を，ビーナス検出器を用いて測定した結果を解析し，γとZの干渉を入れた，
標準理論の計算と比べて，標準理論の検証を行った物である。重心系エネルギー57．77GeVで電子・陽電子衝突
反応をおこさせ，初期状態での高エネルギー放射の結果生じる低い重心系エネルギーでの衝突を避けるため，
S’／S≧O．5のカットをいれて，ハドロン生成の全断面積を測定した。モンテカルロ計算を用いて，検出効率を，
考えられるあらゆるプロセスについて念入りに計算して求め，断面積の導出に用いた。また，その際考えられる
システマテイクエラーについても詳しく評価している。この為には，ハドロンと検出器物質との原子核反応まで
考慮したシミュレーションを行い，色々な物理量の分布を実験値と計算値と比べ，それらが良い一致をするまで，
パラメターのチューニングを行った。イベント発生のモンテカルロプログラムについても，いくつかの物を比較
して，それらが矛盾なく一致するように，パラメターの選択を行い，どうしても合わない部分は，システマティッ
クエラーに組入れた。
　標準理論との比較は，ZFITTERを用いて計算したものを，アクセプタンス以外の理論的補正をなるべく避けた，
いわゆるMode1independentな形で行った。その結果，実験値，140．7±O．9（stat．）±3．O（sys．）pbに対して，
理論値ユ40．7pbを得た。この一致は，標準理論を強くサポートするものである。
他の実験データとの比較も行った結果，それらと良く一致した結果を得た。
審査の結果の要旨
遊佐君の論文申，単に系統誤差と記述されている部分は，氷山の一角であった，水面下では，10版を超すヴァー
ジョンのモンテカルロ計算を行い，ハドロン（π，K，P）と物質の相互作用を考慮して得られたものである。
したがって，外見よりは，ずっと労力のかかった論文である。実験値と理論値の中心値は偶然一致したが，これ
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はあくまでも偶然であって，両者の一致は誤差の範囲内での一致ととるべきである。それ故に，誤差の評価には
神経をつかっている。すみずみまで気をつかって値を得ていて，なかなかしっかりした論文である。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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